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図1　ヘッドランプの主な構成部品

①のパターン：Assy補給 
構成部品が全て組付けられ 
一体で補給される 

②のパターン：個別補給 
構成部品が個別に補給される 

③のパターン：①②の同時設定 
Assy補給と個別補給が 
両方設定されている 

補修用ヘッドランプブラケット 

ポイント：ヘッドランプ取付部分（ヘッドランプブラケット、 
　　　　　左図紫○）のみが損傷した場合に取付部分のみが取 
　　　　　替えできるよう、補修用ヘッドランプブラケットが 
　　　　　設定されている車種もある 

図２　部品補給形態のイメージ

12

指数テーブル使用方法
〈ヘッドランプ編〉

第4回

1.  はじめに
事故による損傷頻度が比較的高い部位の指数項目について、2014年 6月号から、指数テーブルの使用方

法や注意点など具体的な案内をはじめました。今回は、ヘッドランプに関する指数についてご説明します。

2.  ヘッドランプに関する指数（指数項目Ｂ040）
（1）対象部品

　ヘッドランプは、その本体である「ヘッドランプユニット（以下ユニット）」と「バルブ」や「ソケット」
などから構成されており、主にボルトやスクリュで車体に取付けられています（図１）。

（2）部品の補給形態

　ヘッドランプの構成部品が補給されるパターン（以下部品補給形態）には、
　①　ユニットに構成部品が組付けられた状態での補給（アッセンブリ補給、以下 Assy補給）
　②　ユニットおよび構成部品ごとの個別補給
　③　①と②の同時設定
　の３通りがあります（図２）。
　また、ヘッドランプ取付部分のみが損傷した場合に、取付部分のみが取替えできるよう、補修用ヘッド
ランプブラケットが設定されている車種もあります。
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3．脱着・取替指数
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3-3．ヘッドランプに関する指数（指数項目B040）




（3）作業範囲

　指数にはヘッドランプの脱着作業と取替作業が設定されています。それぞれの作業範囲は次のとおりです。
　①ヘッドランプ脱着作業
　　　脱着作業は、ヘッドランプを構成部品が組付けられた状態で車体から取外し、再度取付けた後、両
　　側ヘッドランプの焦点調整を行う作業です（図３）。指数には片側と両側の脱着作業が設定されており、
　　いずれも両側の焦点調整作業 *が含まれています。

　　*焦点調整作業：ヘッドランプの光の向きを調整する作業

　②ヘッドランプ取替作業
　　取替作業は、損傷したヘッドランプを構成部品が組付けられた状態で車体から取外し、新品に取替、
　　車両に再度取付けた後に両側ヘッドランプの焦点調整を行う作業です。取替作業には、部品補給形態
　　に応じて次の３通りの作業範囲が設定されています。
　　a.　Assy補給のみの場合：「ヘッドランプAssy取替」
　　　損傷したヘッドランプを Assy補給される新品ヘッドランプに取替える「ヘッドランプAssy取替」
　　　が設定されています。（図4）

　　

　　b.　個別補給のみの場合：「ヘッドランプ取替」
　　　損傷したヘッドランプを補給部品単位まで分解して新しいユニットに組替える「ヘッドランプ取
　　　替」作業が設定されています（図5）。

取外し 

取付け 

両側ヘッドランプの 
焦点調整作業 

ポイント：片側の場合でも両側の場合でも、常に「両側」 
　　　　　の焦点調整作業が含まれている 

＋ 

両側ヘッドランプの 
焦点調整作業 ＋ 

取外し 

取付け 

損傷した 
ヘッドランプ 

Assy補給の 
新品ヘッドランプ 

新品のヘッドランプ 
Assyに取替 

両側ヘッドランプの 
焦点調整作業 ＋ 

取外し 

取付け 組替え済みの 
ヘッドランプ 

損傷したヘッドランプの 
構成部品を 
補給部品単位まで分解し… 

新品のヘッドランプユニットに 
組替える 

 

損傷した構成部品 
組付け状態の 
ヘッドランプ 

図3　ヘッドランプ脱着作業のイメージ

図4　ヘッドランプAssy取替作業のイメージ

図5　ヘッドランプ取替作業のイメージ
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両側ヘッドランプの 
焦点調整作業 ＋ 

取外し 

取付け 

損傷した構成部品 
組付け状態の 
ヘッドランプ 

組替え済みの 
ヘッドランプ 

新品のヘッドランプユニットに 
組替える 

 

一体で取外せるものは 
一体で取外し… 

① 
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図6　ヘッドランプユニット取替作業のイメージ

図7　トヨタ カローラアクシオ 160系の指数テーブルと作業範囲（一部抜粋）
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　　c.　Assy補給と個別補給が同時に設定される場合：「ヘッドランプAssy取替・ヘッドランプユニット取替」
　　　 a.「ヘッドランプAssy取替」に加えて「ユニット取替」が設定されています。「ユニット取替」は、
　　　  構成部品を一体で取外せるものは一体で取外して新しいユニットに組替える作業です（図6）。

　なお、指数の作業範囲は指数作成時点の部品補給形態に基づいて設定しています。その後に部品補給形
態が変更されることもありますので、指数の作業範囲と部品補給形態とをよくご確認ください。

（4）具体例

　それでは、実際に指数テーブルを見てみましょう。図7は「トヨタ カローラアクシオ 160系」の指数テー
ブルと作業範囲、表1はその説明です。
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　それでは、実際に指数を使ってみましょう。
　両側ヘッドランプ Assyを取外し、損傷したヘッドランプブラケットを 2個取替える場合を想定します。
この場合の指数は 0.60になります（図8）。

3.  おわりに
トヨタ カローラアクシオ 160系の指数テーブルを例に説明してきましたが、車種毎に構造が異なるため、
指数テーブルの内容が今回の説明とは異なる場合もあります。指数テーブルをご使用頂く際は、各車種の構
造と作業範囲を十分ご確認されることをお勧めします。

両側ヘッドランプ脱着 
0.40

補修用ヘッドランプブラケット2個取替 
0.10×2個＝0.20

＋ 

＝
 

0.60

図８　トヨタ カローラアクシオ 160系 ヘッドランプ脱着の指数テーブル使用例

表１　指数テーブル各欄の説明

指数作業項目として①脱着、②Assy 取替、③ユニット取替があり、それぞれに「片側」と「両側」の作業が設定
されています。

ヘッドランプブラケット 1個を補修用ヘッドランプブラケットに取替える場合に加算します。

説明図 7の番号

＜焦点調整作業＞

　焦点調整作業は脱着、取替、片側、両側を問わず、常に両側の作業が含まれています（※1）。

　したがって、片側作業の指数を2倍しても両側作業の指数と同じにはなりません（※2）。

　なお、ディスチャージやHIDヘッドランプなどのオートレベリング機能の初期位置学習作業は指数に含まれてお

　りません。

＜補修用ヘッドランプブラケット取替＞

　補修用ヘッドランプブラケットが設定されている場合、この指数が設定されます。

　補修用ヘッドランプブラケット取替作業はヘッドランプを取外した状態からの作業で、指数はヘッドランプブラ　

　ケット1個を取替える場合の数字です。

④割増項目

①②③
指数作業
項目

①②③
指数作業
項目

④割増項目

（指数部／藤野一郎）
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